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2020年2月～4月 新型コロナについてわかったことをとにかく伝える
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新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処方針
令和２年３月28日 新型コロナウイルス感染症対策本部決定

（６）その他重要な留意事項

１）人権等への配慮

③政府及び関係機関は、各種対策を実施する場合においては、国民の

自由と権利の制限は必要最小限のものとするとともに、女性や障害

者などに与える影響を十分配慮して実施するものとする。
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新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処方針
令和２年4月7日改正 新型コロナウイルス感染症対策本部決定

（４）医療等

⑥厚生労働省は、この他、適切な医療提供・感染管理の観点で、次の事項に取り組む。

• 妊産婦に対する感染を防止する観点から、医療機関における動線分離等の感染対策

の徹底に加え、関係機関と協力して、感染が疑われる妊産婦への早めの相談の呼び

かけや、妊娠中の女性労働者に配慮した休みやすい環境整備などの取組を推進する

こと。
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新型コロナウイルス感染症対策専門家会議
「新型コロナウイルス感染症対策の状況分析・提言」
（2020年5月1日）

（７）社会的課題への対応について

以下のような課題に対応するため、感染拡大防止に配慮しつつ、適切な支援が提
供されるよう必要な措置を講じていくべきである。

長期間にわたる外出自粛等によるメンタルヘルスへの影響

配偶者からの暴力や児童虐待

営業自粛等による倒産、失業、自殺等

感染者やその家族、医療従事者等に対する差別や風評被害

社会的に孤立しがちな一人暮らしの高齢者、休業中のひとり親家庭等の生活

外出自粛等の下での高齢者等の健康維持・介護サービス確保

亡くなられた方に対して尊厳を持ってお別れ、火葬等が行われるための適切な感染予防方法
の周知

5→5月4日に改正された基本的対処方針に反映された



WHO Gender and COVID-19
2020.5.14. 
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1. 性・年齢を考慮したデータの不足により、COVID-19
とその効果的な対応に関してジェンダーの観点からの
知見の分析が阻害されること

2. ロックダウン期間中の女性や子どもへの暴力

3. パンデミック中の、女性や女児による性と生殖の健康
と権利へのアクセス

4. 保健医療・社会福祉に従事する女性の感染リスクと脆
弱性（アンペイドワークも含む）

5. 情報、予防、ケア、財政的社会的援助に関する情報へ
のアクセスの不平等が社会的に排除された階層と貧困
層に与える悪影響と、これによる潜在的不公平の悪化

6. 効果的な対応を妨げる、スティグマと差別の増加

https://www.who.int/publications/i/item/gender-and-covid-19
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第3回偏見・差別とプライバシーに関するワーキンググループ 資料１より（令和2年10月16日）

第1回偏見・差別とプライバシーに関するワーキンググループ 資料8より（令和2年9月1日）

第3回偏見・差別とプライバシーに関するワーキンググループ 資料6より（令和2年10月16日）



「私たち抜きに私たちのことを決めるな」

英国医学院(Academy of Medical Sciences)によ

る『2020－21年の冬に向けた挑戦への備

え』という報告書には、別添の『人々の視

点～私たち抜きに私たちのことを決める

な』という報告書がある

「最も重要で、普及の可能性があり、根源的な

ニーズは、どのようなヘルスサービスが最も望

まれ、いかに運用するかに関する意思決定に

人々を巻き込むことである。パンデミック以前

の社会にこのような仕組みがなかった現場は、

直ちにその仕組みを構築すべきである」

「最も影響を受ける人々に積極的に関わること

が大切」
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[https://acmedsci.ac.uk/file-download/39133546]
[https://acmedsci.ac.uk/file-download/51353957]



今後の課題：リスクコミュニケーション

感染リスクを避けにくい環境で従事する女性たちとの対話・
共考・協働
保健・医療・福祉従事者ら

• 院内・施設内感染防止のため、私生活を厳しく規律し、強い緊張感のなかで
長期にわたって就労

接待を伴う飲食店の従事者、セックスワーカーら
• 意思決定の場に当事者を巻き込み、主体的に関わってもらう

• 生活を支援する様々な制度や事業へのアクセスを支援すべき

感染に対する過度な恐怖の緩和
責める女性、責められる女性、手を差し伸べる女性

育児、介護のなかでも、感染に対する過度な恐怖を少しずつ緩める

家庭内感染の責任を女性に負わせない
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